
今週の注目材料＝中国の第1四半期GDPは歴史的な悪化に

　新型コロナウイルスの感染被害が世界的に広がる中、世界各地でロックダウンが実施

され、何とか感染被害を食い止めようという動きが高まっています。ただ、経済的には

かなり深刻な影響が出ることも事実。そうした中、感染の震源地とされる武漢市を中心

に早くから封鎖などの対応がとられてきた中国の第1四半期GDPが17日に発表されます。

　新型コロナウイルスでの移動・行動の制限に関しては、武漢市において世界で初めて

の都市封鎖が行われたのが1月23日。その後武漢市のある湖北省を中心に、中国全土で

封鎖や市民の外出制限、工場の停止などが行われ、中国経済に大きな影響を与えまし

た。武漢市の都市封鎖が解かれたのが4月8日ですので、GDPの計測期間である3月末まで

影響が続いていた形です。

　1000万人を超える大都市である武漢市をはじめ中国の多くで生産活動自体が止まって

いたため、GDPへの影響はかなり大きなものになると見込まれています。

　予想は前年比-6.0％と前回2019年第4四半期の＋6.0％から大きく低下する見込みと

なっています。前期比では第4四半期の+1.5％から一気に-11.2％まで大きく低下見込

み。中国全土にわたっての厳しい行動制限を考えると致し方のないところですが、44年

ぶりの通年でのマイナス成長の可能性が見える厳しい数字となっています。

　同時に発表される3月の中国鉱工業生産、小売売上高にも要注目です。新型コロナウ

イルスの影響で例年の春節における国内・国外の大移動が激しく制限されるなど、例年

とはかなり違う状況が見られたこともあり、2月までの年初来前年比は両数字ともかな

り厳しい数字でした（ほとんどの製造業生産などがストップする春節が1月にある年、2

月にある年、1月2月にまたがる年があり、ブレが大きくなるため、例年1月と2月は前年

比の発表はなく、2月の年初来前年比のみの発表です）。

　鉱工業生産の2月の年初来前年比は-13.5％。昨年12月の数字が前年比+6.9％、年初来

前年比＋5.7％となっていますので、一気の低下です。

　小売売上高の2月の年初来前年比はより厳しく-20.5％。昨年12月の数字が

前年比+8.0％、年初来前年比+8.0％でした。GDP成長率で6％、個人消費の伸びはそれ以上と

いう状況を続けている国で、個人消費が前年から2割以上も減少という数字に、改めて

今回の新型コロナウイルスによる異常事態の深刻さを感じさせる結果となりました。

　3月に入って武漢市はともかく、その他の地域での生産や消費が少しずつ戻ってくる

中で、今回の数字はある程度の改善が見込まれており、鉱工業生産の予想は前年比-

7.0％、1月からの年初来の数字の予想は-8.1％となっています。小売売上高の予想は

前年比-10.0％、年初来の予想は-12.3％です。

　ともに3月に入っての改善が示されるという見通しに。武漢市の都市封鎖が解除され

るなど、4月以降の状況改善はより著しいという期待があるだけに、3月時点での改善が

しっかりと見えるようだと、1－3月期のGDPが厳しい数字となっても、市場は悲観する

のではなく、今後への期待感を強める可能性も。

　中国経済の回復期待が強まると、対中輸出が大きい豪州やNZにとってかなりの好材料

に。新型コロナウイルスの感染状況次第ではありますが、欧州・米国などでの感染拡大
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ペースの鈍化期待と合わせ、リスク選好からの資源国・新興国通貨に対する買い戻しの

流れがもう一段強まる可能性もありそうです。
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